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秦
野
モ
デ
ル
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を
求
め
る

「
山
岳・里
山
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」の
拠
点
と
な
る

県
立
秦
野
戸
川
公
園
の
さ
ら
な
る
整
備
を

公
共
交
通
事
業
者
と
の
連
携
で

本
市
の
魅
力
創
出
を

創
　
和
　
会
　
　
　
福
森
　
真
司

一
　
名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯
熱ね
つ
導ど
う
か
ん管

改
修
及
び
施
設
維
持
に
お
け
る
技
術
職

員
の
関
わ
り
に
つ
い
て

問
　
市
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
施
設

を
安
全
、
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
の

適
切
な
維
持
管
理
と
設
備
保
全
に
係
る

人
材
育
成
に
つ
い
て
、
考
え
は
ど
う
か
。

答　
日
常
点
検
や
保
守
業
務
な
ど
日
々

の
点
検
な
ど
を
強
化
し
、
不
具
合
の
早

期
発
見
に
努
め
る
。
ま
た
、
施
設
の
老

朽
化
が
進
む
中
、
業
務
も
多
様
化
し
増

加
し
て
い
る
。
技
術
職
員
の
事
務
量
な

ど
を
十
分
に
把
握
し
、
庁
内
関
係
部
署

と
連
携
し
総
合
的
に
判
断
し
て
人
材
育

成
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
る
。

要
望
　
市
民
が
施
設
を
安
全
に
、
安
心

自
民
党
秦
野
　
　
　
相
原
　
　
學

一
　
産
業
利
用
促
進
ゾ
ー
ン
と
周
辺
の

整
備
に
つ
い
て

問
　
県
立
秦
野
戸
川
公
園
に
つ
い
て
は
、

新
東
名
高
速
道
路
の
開
通
も
迫
る
中
、

本
市
と
し
て
も
県
と
積
極
的
に
連
携
し
、

さ
ら
な
る
整
備
促
進
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
現
状
と
今
後
の
見
通
し

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
域
の
丹
沢
エ
リ
ア
最
大
の
拠

点
施
設
で
あ
る
た
め
、
表
丹
沢
魅
力
づ

く
り
構
想
で
山
岳
・
里
山
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
活
動
拠
点
と
位
置
付
け
、
公
園
、

周
辺
道
路
の
基
盤
を
含
め
、
県
と
検
討

を
重
ね
て
い
る
。
今
後
も
庁
内
で
連
携

し
、
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る

未
整
備
区
域
を
活
用
し
た
公
園
整
備
の

早
期
実
現
に
向
け
て
、
県
と
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
、
竹
中
土
木
、
エ
ム
・
ケ
ー
共
同
企

業
体
が
業
務
代
行
予
定
者
と
し
て
決
定

し
た
が
、
今
後
の
戸
川
土
地
区
画
整
理

準
備
組
合
と
の
連
携
や
、
進
め
方
は
ど

の
よ
う
か
。

公
　
明
　
党
　
　
　
中
村
　
英
仁

一
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て問
　
令
和
22
年
に
85
歳
以
上
の
高
齢
者

が
１
千
万
人
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
中
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
秦
野
モ
デ

ル
の
構
築
が
大
事
だ
と
考
え
る
が
、
本

市
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
方
向

性
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
重
点
施
策
の
方
向
性
と
し
て
、
①

最
期
ま
で
在
宅
医
療
を
継
続
で
き
る
よ

う
連
携
を
強
化
す
る
「
在
宅
医
療
の
充

実
と
医
療
と
介
護
の
連
携
強
化
」
、
②

在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め
の
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
や
支
え
合
い
活
動
を
増
や
し

て
い
く
「
生
活
支
援
の
充
実
」
、
③
本

人
や
家
族
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
、
適

切
な
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
く
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
質
の
向

上
」
の
３
つ
を
掲
げ
て
い
る
。

二
　
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問
　
市
民
か
ら
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
い
が
高
額
で
接
種
で
き
な
い

と
相
談
が
あ
っ
た
。
本
市
で
は
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を
現
在
行
っ
て
お

ら
ず
、
助
成
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
現
在
、
厚
生
労
働
省
の
厚
生
科
学

審
議
会
に
お
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
施

設
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
、
継
続

的
に
新
た
な
担
い
手
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

二
　
公
共
交
通
事
業
者
と
の
連
携
に
つ

い
て

問
　
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
公
共
交

通
事
業
を
担
う
事
業
者
に
対
す
る
コ
ロ

ナ
禍
で
の
支
援
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
新
型
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、

当
時
入
手
困
難
で
あ
っ
た
不ふ
し
ょ
く織
布ふ

マ
ス

ク
の
配
付
の
ほ
か
、
運
行
継
続
等
支
援

金
を
交
付
し
た
。
今
後
は
交
通
事
業
者

の
取
り
組
み
を
広
報
な
ど
で
広
く
周
知

し
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
努
め
る
。

要
望
　
地
域
の
活
性
化
は
公
共
交
通
利

の
持
続
性
や
発
症
頻
度
な
ど
か
ら
、
導

入
に
最
適
な
対
象
年
齢
、
期
待
さ
れ
る

効
果
、
安
全
性
な
ど
、
定
期
接
種
化
に

向
け
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
、
定
期

の
予
防
接
種
の
対
象
と
さ
れ
る
か
注
視

し
て
い
き
た
い
。

要
望
　
国
の
動
向
も
大
事
だ
が
、
市
民

の
た
め
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

産業利用促進ゾーン周辺の様子

交通事業者との連携を

地域包括ケアシステムの中心的役割
を担う地域高齢者支援センター

※不
ふおんとう

穏当な発言…意見や批判の発表に必要な限度を超えて議員その他の関係者の正常な感情を害するような無礼の言葉など、一切の不適切な発言のこと用語解説

答　
準
備
組
合
で
は
、
全
権
利
者
を
対

象
に
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
、
業

務
代
行
予
定
者
が
今
後
の
事
業
の
進
め

方
を
説
明
す
る
。
引
き
続
き
、
準
備
組

合
や
業
務
代
行
予
定
者
と
連
携
し
、
合

意
形
成
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
む
。

要
望
　
準
備
組
合
に
お
い
て
業
務
代
行

予
定
者
が
決
定
さ
れ
、
組
合
の
設
立
に

向
け
、
さ
ら
な
る
推
進
が
図
ら
れ
る
と

考
え
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
引
き
続

き
準
備
組
合
を
支
援
し
、
産
業
利
用
促

進
ゾ
ー
ン
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

用
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
。
表
丹
沢
魅

力
づ
く
り
構
想
を
踏
ま
え
、
交
通
事
業

者
と
の
連
携
で
本
市
の
魅
力
創
出
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

を
構
築
し
て
き
め
細
や
か
に
対
応
す
る
。

三
　
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

問
　
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
、
支
援
や

配
慮
を
必
要
と
す
る
人
が
援
助
を
受
け

や
す
く
す
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
認
知
度

を
高
め
る
た
め
、
新
た
な
ボ
ー
ド
を
設

置
し
、
周
知
を
図
っ
た
ら
ど
う
か
。

答　
既
に
提
示
し
て
い
る
事
例
を
研
究

し
な
が
ら
、
障
害
者
支
援
委
員
会
な
ど

で
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
く
。

議 会 の 動 向

オンラインでの所管事務調査を実施しました。

○11月
 11日 （木） ・第８回議会報告会（文教福祉常任委員会所管）
 12日 （金） ・第８回議会報告会（環境都市常任委員会所管）
 16日 （火） ・代表者会議　　　・議員連絡会
   ・議会運営委員会　・政治倫理審査会
 18日 （木） ・定例会議案送付
 20日 （土） ・第８回議会報告会（総務常任委員会所管）　
 22日 （月） ・議会運営委員会
 25日 （木） ・市議会第４回定例会開会 【傍聴者数１人】
 29日 （月） ・本会議（議案審議）　・代表者会議
   ・議会運営委員会
○12月
 １日 （水） ・総務常任委員会 【傍聴者数１人】
   ・予算決算常任委員会（総務分科会） 【傍聴者数１人】
 ２日 （木） ・文教福祉常任委員会 【傍聴者数２人】
   ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
 ３日 （金） ・環境都市常任委員会 【傍聴者数１人】
   ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）
 ７日 （火） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数27人】
 ８日 （水） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数６人】
 ９日 （木） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数25人】
   ・政治倫理審査会　・定例会追加議案送付
 14日 （火） ・議会運営委員会　・予算決算常任委員会
   ・市議会第４回定例会閉会 【傍聴者数３人】
   ・議会運営委員会 【傍聴者数１人】
   ・議会報編集委員会
 17日 （金） ・臨時会議案送付
 20日 （月） ・政治倫理審査会
 21日 （火） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第４回定例会
   ・議会運営委員会　・臨時議員連絡会
   ・市議会第２回臨時会
○１月 
 ５日 （水） ・政治倫理審査会
 14日 （金） ・代表者会議　　　　　・議員連絡会
   ・総務常任委員会　　　・文教福祉常任委員会
   ・環境都市常任委員会　・議会運営委員会
   ・議会報編集委員会
 31日 （月） ・議会報編集委員会

　秦野市議会では、市民に信頼される民主的な市政の発展に貢献することを目的に
「秦野市議会議員政治倫理規程」を制定し、議員の責務を定めています。
　令和３年９月２日、議員８名により同規程に基づく調査請求書が提出されたこと
から、議長の指名により９人の委員で構成する「秦野市議会議員政治倫理審査会」
が設置され、６回にわたる審査を行い、４年１月 12日に同審査会から議長へ結果の
報告を行いました。

　上記の審査結果を受け、議長からは特段の措置は行わないこと
としましたが、吉村議員に対しては、個別に議長職の辞職を求め
たことなどは行き過ぎた行為であるとして、文書による注意を行
いました。
※ ここに記載した内容は、その一部を抜粋し要約したものです。

秦野市議会議員政治倫理審査会の審査結果について

《調査請求内容》
● 今井実議員：平成23年４月のおおね公園内の売店の管理許可と施設使用料の減
免に係る覚

おぼえがき

書締結の際、当事者の代表であったが、市職員の公正な職務執行を
妨げるなどの働きかけをした事実があるのか
● 吉村慶一議員：上記の覚書締結は秦野市都市公園条例などに違反すると主張し、
締結に関わった今井議員に対し、個別に議長職の辞職要求を行い、また、条例
違反が存在したと誤解されかねない意見を地方紙などに掲載した行為について

《審査会からの結果報告》
　現在、係争中であることから、現段階ではそれぞれの議員が政治倫理規程
に違反しているのか判断を控えることとし、措置は行わない

　新型感染症の感染拡大のため、各委員会の所管事務調査について、オンラ
インに切り替えて実施しました。

※環境都市常任委員会は視察先によるオンラインでの対応ができず、実施を見送りました。

議会運営委員会
（１月27日）

議会改革などの取り組み（議会改
革の歩みと議会運営サイクル）に
ついて（岐阜県可児市）

総務常任委員会
（２月１日）

地域自治・コミュニティ活性化の
取り組みについて（大阪府豊中市）

文教福祉常任委員会
（２月２日）

在宅介護総合特区（ＡＡＡシティ
おかやま）について（岡山県岡山市）

詳しくはこちら

　伊藤大輔議員の一般質問において、執行部への侮辱発言などの※不
ふおんとう

穏当な
発言があり、市議会における言論の品位に欠けると判断し、秦野市議会会議
規則の規定により議長が発言を取り消しました。
　これを受け、自身の主張を正確に表現するためには削除された発言部分が
不可欠であるとの申し出があり、一般質問の記事の掲載を見送りました。


